
～白河の景観を守り、つくり、育てる～
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『景』：目に見える眺め

自然風景や建物など

『観』：見る人の感じ方

好き、嫌い、きれい、心地よいなど

「景観」と聞いて皆さんは何を思い浮かべますか。遠くの山並みでしょうか。それ

とも、住宅やお店が建ち並ぶ街並みでしょうか。

景観は、目に見える眺め（景）と、それを見る人の感じ方（観）によって生み出さ

れるものです。

通勤や通学、買い物、散歩など、普段の生活で目にする景色の裏には、先人が守り

築き上げてきたこれまでの歴史や風土、伝統や文化、人々の暮らしや経済活動などが

詰め込まれています。

皆さんが「きれいだなぁ」「心地よいなぁ」と感じる白河の景観を思い浮かべてみ

てください。

「きれい」「心地よい」と感じる良好な景観は、私たちの生活に潤いと安らぎを与

えるとともに、白河を訪れる方へのおもてなしにもつながります。

景観まちづくりは、建物の整備など大がかりなものだけでなく、私たち一人ひとり

の小さな取り組みがとても大切です。

例えば、庭先の木や花の手入れをする、家の周りのごみ拾いをする、まちを散歩し

て身近な風景に興味を持つなど、それ自体は小さな取り組みかもしれませんが、日々

の積み重ねやまち全体への広がりにより、

愛着と誇りが持てる美しいまちをつくる

ことにつながります。

景観は、そこで暮らす皆さんの共有の

財産です。

市民の皆さん、事業者の皆さん、行政が

それぞれの役割分担のもと協力して身近な

景観まちづくりに取り組み、美しい「ふる

さと白河」を築いていきましょう。

市民

行政 事業者

協働による
景観まちづくり

“きれいな景色”も
それを見る人が
“きれい”だと感じ
て景観と呼べるよ
うになるんだね
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◎歴史景観

小峰城跡を中心とした旧奥州街道沿いの寺社仏閣、

蔵などの歴史的な町並み、歌枕として名高い白河関

跡、白河藩主松平定信が築造した南湖公園など、貴

重な歴史遺産が現代に引き継がれています。

◎自然景観

白河市の最高峰である権太倉山のほか、関山や天

狗山などの穏やかな丘陵地と緑豊かな森林からなる

自然景観は、ふるさとを感じさせる貴重な景観資源

です。

◎田園景観

市内には、阿武隈川や社川、隈戸川をはじめと

する多くの河川が存在し、これら流域には優良な

農地が広がり、田植えから稲刈りまで四季折々の

景観を楽しむことができます。

◎眺望景観

南湖公園から望む那須連峰や関山、中心市街地

から望む小峰城跡三重櫓は、白河を象徴する眺望

景観として、市民はもとより多くの来訪者に親し

まれています。

現在の白河市の景観は、地形や植生などの自然環境をベースとしてつくられた都市
基盤の上に、古代から重ねられてきた歴史、人々の活動や暮らしの営みにより形成さ
れてきました。白河市の代表的な景観を見ていきましょう。

◎都市景観

白河市は、みちのくの玄関口として、東北自動

車道、東北新幹線の高速交通体系に加え、首都圏

に隣接する地理的優位性を有していることから都

市機能が集積しており、利便性の高い良好な都市

景観が形成されています。
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【景観計画】

景観まちづくりを進める基本的な計画として、景観形成の方針、行為の制限に関する

事項などを定めています。
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【白河市の景観まちづくり】

白河市では、豊かな自然や歴史的環境と調和した個性的で優れた景観をつくり、守り、

育てることにより、愛着と誇りのある「ふるさと白河」を築いていくため、景観まちづ

くりに取り組んでいます。

平成９年 都市景観形成基本計画を策定

都市景観条例を制定

平成16年 国において景観法施行

平成21年 景観行政団体※へ移行

平成23年 景観条例・景観計画を施行

市独自の
取り組み

法的な
根拠づけ

※景観行政団体
景観法に基づき、良
好な景観の保全・形
成を図るなど、景観
行政を担う自治体の
ことです。

景観計画区域 ●白河市全域

景観計画重点区域
●小峰城跡・白河駅
周辺地区
●南湖公園周辺地区
●白河関跡周辺地区

景観計画推進区域
●城下町地区
●歴史的街道沿いの
集落地区

≪景観計画区域の区分≫

≪景観の届出制度≫

次の２つの街並みでは、どちらが落ち着い

た印象を受けますか。

建物は街並みを構成する大きな要素です。

建物の高さや形態、色彩など、周辺の景観と

の調和に配慮することで、街並みに連続性や

まとまりが感じられるようになり、落ち着い

た印象を与えます。

白河市では、良好な街並みをつくるため、一定の規模を超える建物を建てる場合や

工作物を設置する場合などには、事前に届出が必要となります。

また、景観計画区域ごとに、高さや意匠、色彩などの「景観形成基準」が定められ

ています。



②令和４年の様子①平成22年頃の様子

小峰城跡
三重櫓

【JR白河駅周辺の景観保全】

JR白河駅周辺は、歴史と文化の拠点となる地区として、景観計画の重点区域に位置づ

けており、小峰城跡や白河駅舎などの歴史的資源に配慮した景観づくりを行っています。

以前は、小峰城跡三重櫓が駅前交番や大型案内標識に隠れ、見えにくいといった声が

寄せられていました。（写真①）

このため、駅周辺の景観とまちなみのあり方について、関係機関の話し合いや景観セ

ミナーなどで検討を重ねてきました。

その結果、駅前交番の移転・改修、大型案内標識の撤去、駅プラットホームの屋根の

塗り替え、無電柱化など、景観に配慮した様々な取り組みが行われ、現在は三重櫓がき

れいに眺められるようになりました。（写真②）

これらの取り組みが評価され、平成26年度都市景観大賞の都市空間部門で優秀賞を受

賞しました。
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【景観形成ガイドライン】

景観計画推進区域「城下町地区」において、屋根や壁面意匠及び開口部、建築設備な

ど街並み形成を図るうえで配慮すべき項目について指針としてまとめたものです。

壁面素材は自然素材、色彩はY・YR・N系
の色相で彩度は3以下を基本とする

歴史的な沿道景観に配慮
した駐車場の修景

建物の最高の高さは、歴史的な街並みを維持するため隣接建物
との高さの調和を図るとともに12mを超えないよう努める

屋根形状は勾配屋根を基本とする

屋根形状は勾配屋根
を基本とする

伝統的な町屋の壁面と調和した建物位置

≪景観形成ガイドラインＡゾーンの例≫ ≪修景例≫



【景観学習事業】

子どもの頃から身近なまちや良好な景観に興味や関

心を持っていただき、一人ひとりの景観やまちづくり

に対する意識を高めることを目的に、平成29年度から、

日本大学工学部建築学科の協力のもと、小学生を対象

とした「景観学習事業」に取り組んでいます。

景観に関する講義やまち歩き、レポート作成を通し

て、自分でもできる「景観まちづくり」の具体的な行

動につなげていくことを目標としています。

【屋外広告物条例】

私たちの住むまちには、ポスターや立看板、広告板など、さまざまな屋外広告物が表

示されています。

屋外広告物は、私たちの生活に必要な情報を提供する重要な情報源であるとともに、

まちににぎわいや活気をもたらします。しかし、無秩序に数多く表示されると、情報が

的確に伝わらなかったり、美しい景観が損なわれたりするおそれがあります。また、適

切に維持管理が行われないと、落下や倒壊などにより人々に危害がおよぶことも考えら

れます。

白河市では、良好な景観の形成や屋外広告物の安全性の確保を図るため、平成28年に

屋外広告物条例を制定し、地域の特性に合ったきめ細やかな規制・誘導を行っています。
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【景観まちづくり協定】

良好な景観づくりには、そこに暮らす皆さんの景観に

対する理解とまちづくりへの積極的な関わりが欠かせま

せん。

現在、まちの特性を生かした良好な景観をつくるため、

市内５地区で「景観まちづくり協定」が結ばれています。

住民の皆さんの話し合いで、建物の新築や改修を行う

際の建物の高さや壁面の位置、屋根の形状、色彩などの

基準を決め、周辺環境と調和した景観づくりに取り組ん

でいます。

【景観まちづくり協定締結地区】

●金屋町谷津田川せせらぎ通り景観協定
（H22.5月 R2.4月更新）

●白河城下景観まちづくり協定（H24.2月）

●白河門前通り景観まちづくり協定（H26.3月）
●横町景観まちづくり協定（H29.3月）
●田町景観まちづくり協定（R2.3月）

≪屋外広告物の改善例≫
広告物の形態や
色彩を工夫する
と、すっきりし
た印象に！

▲まち歩きの様子



町内会の集まりで景観
の話をしてみよう！

家の周りを清掃
しよう！

まちを歩いて
みよう！

景観まちづくりは、一人ひとりの身近な取り組みがとても大切です。皆さんの小さ
な行動が、白河の景観をつくっていきます。
日常の中で、楽しそうなこと、簡単なこと、できることからやってみましょう！

お隣と生垣の高さ
を揃えてみよう！

お気に入りの景色
の写真を撮ろう！

地域のイベント
に参加しよう！

通りに面した空間を
花や緑で彩ろう！

例えば、こんな取り組みも景観まちづくりの第一歩です♪
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【補助金の概要】

◎補助対象団体：①景観まちづくり協定を締結している団体
②その他市長がまちなみの景観形成に寄与すると認める団体

【留意事項】

➤沿道に面した敷地内に設置し、連続性及び統一性を尊重するとともに、周囲の景観又

は歴史的な趣と調和するよう十分に配慮してください。

➤色彩等については、景観まちづくり協定、景観計画、景観形成ガイドライン等への適合

が必要となります。

➤他の補助金を受けようとする事業は対象とはなりません。

➤補助金の交付は、年度ごとに１団体につき１回に限ります。

➤事業に着手する前に必ず補助金の交付決定を受けてください。

➤年度内（３月末まで）に完了する事業が対象となります。

【活用事例】

市民の皆さんの自主的な景観まちづくり活動を促進することを目的として、白河市

の景観形成に寄与するまちづくり活動を推進しようとする団体に対し、活動に要する

費用の一部を補助します。

補助対象事業 景観配慮基準 限度額
（万円）

補助率

工作物等

草花及びプランター
植栽後は適切に管理。プ
ランターはまちなみに調
和する色調及びデザイン

２０ ３分の２

ベンチ等 自然素材を基本

灯籠その他の夜間照明
自然素材を基本とし、周
囲の景観と調和したもの

屋外広告物等 のれん（店舗に限る）
布製を基本とし、設置店
舗及び周囲の景観と調和
した色彩及びデザイン

その他（良好な景観形成に寄与すると認められる活動）

【白河市景観まちづくり活動補助金】

▲花壇の整備・維持管理▲街路灯の色彩の統一 ▲店舗ののれん製作
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補助対象事業

限度額（万円）

補助率
景観協定
区域

特定区域

建
築
物

新築・増築・改築のう
ち外観に係る部分※１

木造等の在来工法によ
る構造で、伝統的な形
態意匠による新築や外
観の修景など

８０ １００

２分の１外観の修景整備 ８０ １００

建築設備、外構等の
修景整備

空調設備、給排水設備
等の遮へい
板塀、生垣の設置など

３０

【留意事項】

➤ 地域の伝統的なものを取り入れた形態意匠とするなど、景観計画や景観形成ガイ

ドライン等への適合が必要となります。

➤ 区域内の主要な通りから見える一定範囲内の整備が対象となります。

➤ 工事に着手する前に必ず補助金の交付決定を受けてください。

➤ 年度内（３月末まで）に完了する工事が対象となります。

➤ 通常の維持管理行為などは対象となりません。

【活用事例】

白河市の中心市街地には、旧奥州街道などを中心として、歴史的建造物の商家や蔵

などが多く存在し、旧城下町としての景観を色濃く残しています。

これら歴的建造物との調和を図るため、地域の景観まちづくり協定や景観形成ガイ

ドラインに基づく建築物の修景等に要する費用の一部を補助します。

※１ 景観協定区域のうち、新築・増築・改築に係る事業の対象となるのは一部の区域

建築物の外観修景

室外機の遮へい

【白河市景観まちづくり補助金（歴史的まちなみ修景事業）】

【補助金の概要】

◎補助対象区域：①景観計画推進区域 城下町地区重点推進区域（Ａゾーン）※特定区域

②景観まちづくり協定に定める対象区域
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白河市 建設部 都市計画課 景観係

電話 ０２４８－２２－１１１１（代）
〒961-8602 白河市八幡小路7番地1
E-mail ： toshikeikaku@city.shirakawa.fukushima.jp

白河市の景観まちづくりについてもっと知りたいときは

白河市 景観まちづくり 検索

～白河の景観を守り、つくり、育てる～

景観まちづくりハンドブック
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